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新進堂印刷

交
通
安
全
に

つ
と
め
ま
し
ょ
う

（
宇
治
市
民
憲
章
か
ら
）

歩
行
者
優
先
対
策
を
推
進

期
間
は
2
月
1
6
日
～
3
月
1
5
日

こ
と
し
も
市
・
昼
寝
の
申
告
を
し

て
い
た
だ
く
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
市

で
は
、
「
市
・
府
民
税
申
告
書
」
と
「

申
告
書
の
書
き
方
」
を
お
送
り
し
ま
す

の
で
、
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
は
、
必
ず
期
限
ま
で
に
申
告
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
告
が
必
要
な
人

Ｏ
昭
和
五
十
一
年
中
（
一
月
か
ら
十
二

月
ま
で
）
に
所
得
の
あ
っ
た
人
。
た

だ
し
、
給
慧
阻
の
み
で
勤
務
先
か

ら
「
給
与
支
払
報
告
書
」
が
市
役
所

へ
提
出
さ
れ
て
い
る
人
や
、
税
務
署

へ
確
定
申
告
を
し
た
人
は
除
か
れ
ま

す
。

○
給
与
所
得
者
で
も
、
給
与
所
得
以
外

の
農
業
所
得
や
家
貿
、
そ
の
他
の
所

得
の
あ
る
人
。

〇
配
Ｊ
Ｕ
Ｓ
得
が
あ
り
、
所
得
税
に
つ
い

て
源
泉
選
択
課
税
を
受
け
た
人
。

○
利
子
所
得
の
あ
る
人
で
、
所
得
税
で

総
合
課
税
を
選
択
し
た
人
。

○
雑
損
や
医
ｍ
控
除
を
受
け
よ
う
と

す
る
人
。

〇
純
損
失
を
繰
り
越
し
て
控
除
を
受
け

よ
う
と
す
る
人
。

交通ルールを守って事故をなくそう

■
領
収
書
が
必
要

つ
ぎ
の
よ
う
な
場
合
は
、
里
暑
に

領
収
書
な
ど
が
必
要
で
す
。

○
生
命
保
険
料
控
除
ｍ
け
る
と
き
（

一
つ
の
契
約
に
年
間
九
千
円
を
こ
え

て
払
っ
た
も
の
）

〇
医
療
費
控
除
を
受
け
る
と
き
は
、
領

収
書
や
証
明
書
を
申
告
書
に
つ
け
る

か
、
ま
た
は
§
ｙ
し
て
い
た
だ
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
申
告
用
紙

申
告
用
紙
は
二
月
上
旬
ご
ろ
に
郵
送

い
た
し
ま
す
。
も
し
、
届
か
な
か
っ
た

6
大
重
点
施
策

と
き
は
市
民
税
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

れ
ば
、
す
ぐ
に
お
送
り
し
ま
す
。
書
き

方
な
ど
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
市

民
税
課
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

■
申
告
の
受
付

〇
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で

市
役
所
市
民
税
課
で
受
け
付
け
し
ま

す
。
な
お
、
申
告
期
間
中
の
毎
土
曜

日
と
三
月
十
三
日
の
日
曜
日
は
、
平

日
ど
お
り
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時

ま
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

申告の出張受付

り
返
し
て
い
ま
す
。
・

そ
こ
で
、
今
回
の
計
画
で
は
、
交
通

事
故
を
年
々
継
続
的
に
減
ら
し
て
い
く

こ
と
を
目
的
に
、
歩
四
者
優
先
施
策
を

大
胆
に
取
り
入
れ
る
こ
と
、
公
共
交
通

総
合
交
通
規
制
に
取
り
組
む
こ
と
、
市

民
総
ぐ
る
み
の
交
通
安
全
運
動
を
つ
く

り
あ
げ
る
こ
と
な
ど
、
次
の
六
点
を
重

点
施
策
に
あ
げ
て
い
ま
す
。

①
徹
底
し
た
歩
軍
道
の
分
限
Ｓ
男
、

歩
行
者
事
故
を
祠
少
さ
せ
る

・
市
街
地
を
中
心
に
、
歩
道
や
歩
行
者

専
用
道
路
を
拡
充
整
備
す
る
。

・
自
動
車
の
通
行
止
め
な
ど
の
交
通
規

制
に
よ
っ
て
、
歩
行
者
が
安
心
し
て

歩
け
る
道
路
を
確
保
す
る
。
。

・
老
人
や
身
体
障
害
者
が
歩
き
や
す
い

よ
う
に
安
全
施
設
の
整
備
を
す
す
め

。
る
。

②
交
通
安
全
地
域
膏
孤
大
し
、
安
心
し

て
歩
く
こ
と
の
で
き
る
環
境
を
つ
く

る

・
セ
ー
フ
テ
″
Ｅ
ゾ
ー
ン
の
考
え
方
を

一
層
進
め
、
買
物
・
散
策
道
路
や
遊

ぴ
場
と
し
て
の
道
路
を
設
け
る
。

③
公
共
交
通
機
関
の
優
先
対
策
や
整
備

充
実
を
す
す
め
る
こ
と
に
よ
り
、
マ

イ
カ
ー
等
の
交
通
量
の
抑
制
を
図
る

・
バ
ス
や
タ
ク
シ
’
‐
、
電
軍
な
ｙ
尽
一
共

交
通
機
関
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
か
図
り

市
民
の
足
と
し
て
よ
り
一
層
便
利
な

も
の
に
す
る
。

④
運
転
者
の
交
通
安
全
教
育
を
充
実
強

化
し
、
交
通
モ
ラ
ル
の
確
立
を
図
る

○
市
役
所
だ
け
で
な
く
、
出
張
受
け
付

け
も
左
の
表
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

出
張
受
け
付
け
の
時
間
は
、
す
べ
て

午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
で

す
。
‘
（
市
民
税
課
）

⑤
踏
切
道
の
整
備
忿
茲
し
、

列
車
事
故
の
防
ａ
ｉ
’
ｍ
る

・
狭
い
踏
切
李
ぶ
心
に
、
し
≫
断
機

な
ど
の
保
安
設
備
の
整
備
・
拡
幅
や

51年中の交通事故の概況

上半期に死亡事故相次ぐ

⑤
民
間
団
体
の
育
成
指
導
を
す
す
め
、

る
。

・
民
間
団
体
の
育
成
指
導
ぷ
子

交
通
安
全
に
関
す
る
市
民
一

心
を
高
め
、
民
間
の
自
主
｀

を
一
層
促
進
さ
せ
る

七
十
六
人
）
で
、
そ

れ
ぞ
れ
一
昨
年
よ
り

減
っ
て
い
ま
す
が
、

死
者
は
五
人
多
い
十

三
人
と
急
増
し
て
い

ま
す
。

死
亡
事
故
の
月
別

と
、
グ
ラ
フ
の
よ
う

に
、
前
半
に
集
中
し

て
い
ま
す
。
と
く
に

一
月
か
ら
六
月
ま
で

の
上
半
期
に
は
十
件

も
発
生
。
人
口
十
万

人
以
上
の
都
市
で
は

発
生
率
が
六
番
目
に

高
い
と
い
う
不
名
誉
な
記
録
を
つ
く
り

ま
し
た
。

死
亡
事
故
の
内
訳
は
、
人
対
車
両
が

七
件
、
軍
両
単
独
が
六
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。
人
と
車
両
の
事
故
で
は
、
横
断

歩
行
中
の
死
亡
が
多
く
、
運
転
者
の
前

万
不
注
意
が
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
車
両
単
独
事
故
は
、
ス
ピ
ー
ド

の
出
し
す
ぎ
や
飲
酒
運
転
な
ど
、
運
転

者
の
モ
ラ
ル
に
起
因
す
る
も
の
が
ほ
と

ん
ど
を
占
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
被
害
者
は
、
子

ど
も
と
老
人
に
集
中
し
て
お
り
、
九
人

。
時
間
は
午
後
一
時
半
か
ら
四
時
ま
で

▼
確
定
里
証
明
会

・
二
月
十
五
日
午
後
一
時
半
か
ら

四
時
ま
で
、
南
京
信
本
店

ぴ
七
月
一
日
前
一
年
以
内
（
八
月

末
日
申
告
分
）
に
基
準
面
積
以
上

の
土
地
を
取
得
し
た
人

特
別
土
地
保
有
税

▼
今
回
申
告
す
る
人

◇

今
後
、
宇
治
市
で
飛
こ
の
計
画
を

も
と
に
実
施
計
画
を
つ
く
り
、
国
や
府

と
協
力
し
あ
っ
て
交
通
安
会
偏
零
す

す
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

市
民
一
人
ぴ
と
り
が

交
通
ル
ー
ル
を
守
ろ
う

宇
治
市
で
は
、
交
通
死
亡
事
故
が
多

発
す
る
と
い
う
重
大
事
態
に
直
面
し
た

た
め
、
昨
年
の
夏
か
ら
、
「
ス
ト
″
プ

・
ザ
’
・
死
亡
事
故
」
の
市
民
運
動
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
結
果
、
八
月
二
十
三

日
か
ら
現
在
（
一
月
二
十
六
日
）
ま
で

百
五
十
七
日
間
、
死
亡
事
故
ゼ
Ｄ
を
続

け
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
み
ん
な

が
注
意
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
交
通
事

故
は
な
く
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
死
亡

事
故
ゼ
ロ
の
記
録
を
さ
ら
に
延
ば
す
た

め
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

月
三
十
一
日
ま
で
に
基
準
面
積
以
上

の
土
地
を
取
得
し
た
人
で
す
。

ま
た
、
非
課
税
土
地
・
特
例
譲
渡

の
認
定
申
請
を
さ
れ

る
人
も
申
告
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

却
資
産
諸
税
係
ま
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
用
紙
は
資
産
税
課
に
あ
り
ま

す
。

（
資
産
税
課
）

只今挙式申込受付中
音と光でっづる感動の“幸わせのメルヘン。

いま幸福の日を待つお二人に静かな人気を呼んでいます

総合結婚式場

宇治玉吸截

0774（43）2131（代）

●ご結納品，花嫁衣裳，列席衣裳，ハネムーンプラン，結婚家具，披露宴料理

引出物，その他ブライダルに関する一切を取り扱っております。

●ご一報次第パンフレットをお送りいたします。

（株）京都互即ｔ：＾＾－宇治支社宇治市伊勢田開町5

457

死亡ゼロ5ヵ月間続く
昨
年
、
交
通
事
故
で
亡
く
な
っ
た
人

は
十
三
人
－
こ
の
ほ
ど
、
五
十
一
年

中
に
宇
治
市
内
で
発
生
し
た
交
通
事
故

の
概
況
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
発
生
件
数
は
五
百

九
十
八
件
（
五
十
年
は
六
百
十
五
件
）

負
傷
者
数
は
七
百
四
十
二
人
（
同
七
百

市
・
府
民
税
の
申
告

行
わ
れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
越
し
く

▼
住
宅
取
得
控
除
説
明
会

・
二
月
二
日
用
京
信
小
倉
支
店

・
二
月
三
日
市
民
会
館

特
別
土
地
保
有
税
と
は
、
合
計
面

積
が
五
千
平
方
μ
（
基
準
面
積
）
以

上
の
土
地
を
所
有
あ
る
い
は
取
得
し

た
人
に
か
か
る
税

金
で
す
。

・
保
有
分
・
・
・
昭
和

四
十
四
年
一
月

一
日
以
降
に
取

得
し
た
土
地
を

今
月
末
ま
で
に
中
告
を

・
取
得
分
・
・
・
毎
年
一
月
一
日
前
一
年

以
内
（
二
月
末
日
申
告
分
）
お
よ

税
の
説
明
会

住
宅
取
得
控
除
と
確
定
申
告
に
つ
い

て
の
説
明
会
が
そ
れ
ぞ
れ
次
の
日
程
で

日 場所

諒 ヲａｉｖ討
（7ｋ）西小倉集会所京都銀行六地蔵支店

3（木）紫ヶ丘公館西大久保盾所

4（金）伊勢田公民館西岡屋会館

5（土）東宇治消防分署

7（月）木幡公民館小倉公民館

13（日）任天堂㈱宇治工場広野公民館

昭和51年中の

交通事故月別死亡者数

第
二
次
宇
治
市
交
通
安
全
計
画
決
ま
る
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佃のＧ

歴
史
で
は
、
落
書
の
こ
と
を
「
ら

く
し
よ
」
と
訓
じ
、
社
会
的
事
件
に

決
し
て
顔
を
出
す
こ
と
の
な
い
、
庶

民
的
な
人
々
に
よ
る
痛
烈
な
時
代
批

判
と
し
て
う
け
と
っ
て
い
る
。

あ
の
鎌
倉
幕
府
崩
壊
―
建
武
新
政

府
の
出
現
と
い
う
政
治
的
混
乱
の
さ

な
か
に
二
条
河
原
に
た
て
ら
れ
た
、

い
わ
ゆ
る
「
二
条
河
原
落
書
」
は
現

在
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
多
く
の
落
書

の
白
眉
と
い
う
べ
き
か
。
八
十
余
句

を
も
ま
く
し
た
て
、
最
後
を
「
京
童

ノ
ロ
ユ
サ
ミ
、
十
分
一
ヲ
モ
ラ
ス
ナ

ジ
」
と
結
ぷ
と
は
、
な
ん
と
い
う
庶

民
精
神
の
ふ
て
ぷ
て
し
さ
だ
ろ
う
。

さ
て
、
そ
の
む
か
し
か
ら
「
＝
令

Ξ
不
如
意
」
の
一
つ
と
し
て
恐
れ
ら

れ
た
僧
貝
の
行
動
は
、
政
治
変
革
の

の
＾
J
i
R
的
役
剤
＊
i
S
ず
る
こ
と
の
多

か
っ
た
こ
こ
宇
治
の
地
に
も
、
多
様

文化財を火魔から守る

平等院で消防訓練

「
鳳
凰
宮
尾
廊
か
ら
出
汽
す
わ

一
’
大
事
／
」
と
本
番
さ
な
が
ら
の
消

防
訓
練
が
一
月
二
十
二
日
、
平
等
院

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
消
防
訓
練
は
、
昭
和
二
十
四

な
形
で
大
き
な
シ
；
ク
を
与
え
て

い
る
。
何
か
と
い
え
ぱ
宇
治
橋
畔
に

春
日
社
の
神
木
を
捨
て
て
為
政
者
の

恐
怖
を
あ
お
る
興
福
寺
の
僧
兵
、
ま

た
、
落
Ｓ
の
世
界
に
宇
治
を
ま
き
込

ん
だ
延
暦
寺
・
園
城
寺
の
僧
兵
、
と

い
う
ぐ
あ
い
で
あ
る
。

戒
壇
の
設
立
を
め
ぐ
る
延
暦
・
國

城
両
寺
の
対
立
は
峻
烈
を
き
わ
め
て

い
た
。
戒
壇
と
は
、
僧
侶
に
双
を
授

の
落
書
が
立
て
ら
れ
た
。
そ
の
一
節

を
紹
介
す
る
と
、
「
五
条
磐
一
天
狗

ア
ジ
、
園
城
寺
二
戒
壇
ア
ジ
、
山
（

山
門
・
延
暦
寺
）
。
‘
訴
訟
二
道
理
ア
ジ

」
と
い
う
。
ア
リ
ア
リ
尽
く
し
″
の

落
書
で
あ
る
。
延
暦
寺
側
に
加
担
し

た
某
人
の
作
に
よ
る
も
の
か
、
「
朝

議
偏
頗
ア
ジ
」
「
天
子
二
言
ア
ジ
」

と
の
文
節
を
も
つ
こ
の
落
書
が
、
後

嵯
峨
院
の
仙
洞
御
所
に
掲
げ
ら
れ
た

あ
る
。

頭
弁
ハ
天
Ｒ
ト
＝
ソ
イ
ウ
ベ
ケ
レ

東
ヨ
ジ
ヤ
ガ
テ
ィ
ク
サ
ヲ
コ
レ
パ

一
大
事
之
訴
訟
一
一
、
ニ
ケ
条
之
有

事
（
こ
と
あ
り
）
、
三
摩
や
（
耶

）
戒
与
（
と
）
雷
供
養
、
四
め
い

（
明
）
之
衆
徒
‘
一
せ
め
ら
れ
、
五

（
御
）
裁
許
も
な
け
れ
ハ
（
ば
）

六
波
羅
も
ゆ
る
さ
す
（
ず
）
、
七

度
ま
て
（
で
）
や
（
焼
）
か
れ
て

宇
治
と
落
書

禅
定
寺
文
書
の
中
に
あ
る
落
書

け
る
壇
の
こ
と
だ
が
、
す
で
に
本
朝

四
戒
壇
と
し
て
東
大
寺
、
延
暦
寺
ら

の
そ
れ
が
曹
名
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
、
何
か
に
つ
け
て
延
暦
寺
と
対
抗

す
る
こ
と
の
多
か
’
つ
た
園
城
寺
は
、

十
三
世
紀
の
後
半
ご
ろ
か
ら
、
独
自

に
戒
壇
を
殷
置
し
よ
う
と
す
る
動
き

を
み
せ
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
当
然

延
暦
寺
か
ら
の
横
槍
が
入
っ
た
。

こ
の
一
件
を
め
ぐ
＾
’
W
R
l
l
年

（
一
二
六
〇
）
正
月
十
七
日
に
一
通

年
一
月
二
十
六
日
に
法
隆
寺
金
堂
が

消
失
し
た
の
を
機
会
に
設
け
ら
れ
た

「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
の
運
動
の
一

環
と
し
て
、
自
衛
消
防
隊
や
地
元
消

防
団
の
参
加
を
得
Ｐ
ｌ
Ｃ
Ｃ
れ
た
も
の

と
こ
ろ
に
、
や
は
り
這
俗
世
界
に
み

ら
れ
た
痛
烈
な
批
判
精
神
を
読
み
と

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

戒
壇
設
立
に
関
す
る
両
寺
の
争
い

は
、
そ
の
後
れ
良
く
尾
を
ひ
き
、
ま

す
ま
す
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
ゆ
ぐ
。

話
は
転
じ
て
Ｉ
い
ま
も
宇
治
田

原
禅
定
寺
で
は
、
平
安
時
代
か
ら
の

貴
意
な
古
文
書
を
多
量
に
伝
え
て
い

る
が
、
そ
の
中
に
元
応
元
年
（
一
三

一
九
）
に
書
か
れ
た
一
通
の
落
書
が

で
す
。
突
然
の
消
防
車
の
け
た
た
ま
し
い

ナ
イ
レ
ン
に
訪
れ
た
観
光
客
も
び
っ

く
り
、
通
報
や
文
化
財
の
搬
出
、
放

水
な
ど
、
秒
を
争
う
訓
練
を
熱
心
に

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

八
度
目
一
一
あ
た
り
て
、
九
や
う
（

供
養
）
せ
ん
と
し
か
ハ
、
十
方
よ

り
せ
め
ら
れ
、
百
余
人
之
大
衆
、

千
（
芭
な
し
と
て
に
（
逃
）
げ

し
ハ
、
億
（
憶
）
治
な
く
そ
お
ほ

（
覚
）
ゆ
る

一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
一
か
ら

十
・
百
・
千
・
億
と
続
く
。
数
尽
ぐ

し
’
落
書
の
一
例
で
あ
る
。

こ
の
落
書
、
実
は
先
記
し
た
戒
壇

殷
攬
を
め
ぐ
る
延
暦
・
園
城
両
寺
の

抗
争
の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の
で
、

今
度
は
、
園
城
寺
側
の
人
物
に
よ
っ

て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「
順
弁
ハ
天
Ｒ
ト
＝
ソ
イ
ウ
ベ
ケ

レ
」
と
あ
る
頭
井
基
症
、
転
じ
て

「
権
変
」
と
理
解
す
れ
ば
、
・
ヘ
テ
ン

師
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
園
城
寺
の

主
長
新
弁
な
る
者
を
そ
の
よ
う
に
理

解
し
た
一
文
だ
。
園
城
寺
側
は
、
こ

の
新
弁
を
た
て
て
勝
手
に
戒
壇
を
殴

置
す
る
よ
う
な
助
き
。
の
な
い
こ
と
を

と
い
う
落
首
（
ら
く
し
ゅ
）
は
こ
の

ヽ
焼
打
ち
の
こ
と
を
、
そ
し
て
、
「
す

ミ
な
れ
し
、
三
井
の
志
（
牌
）
杏
一

ふ
ね
う
け
て
、
な
か
（
流
）
れ
や
す

ら
ん
、
う
ち
（
宇
治
）
の
な
か
の
り

劃
～
乗
）
」
は
彙
麗
の
こ
客

も
じ
っ
た
一
歌
で
あ
る
。
’

文

ち
な
み
に
゛
こ
の
戒
壇
設
置
を
め

寺
ぐ
る
両
寺
の
争
い
に
関
し
て
は
、
当

｢禅定寺文書｣

編
さ
ん
室
か
ら

釈
明
さ
せ
る
が
、
延
暦
寺
の
納
得
す

る
と
こ
ろ
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
朝

廷
は
、
園
城
寺
の
僧
正
長
乗
な
る
も

の
を
土
佐
配
流
の
刑
に
処
し
、
そ
の

場
を
と
り
つ
く
ろ
う
と
し
た
が
、
延

暦
寺
は
、
鈷
局
、
園
城
寺
焼
打
の
暴

挙
に
よ
り
こ
の
Ｉ
件
秦
片
づ
け
て
い

る
。
先
掲
の
数
尽
く
し
の
落
書
に
続

く
「
い
ま
は
又
、
た
ゝ
ぬ
も
の
ゆ
え

か
い
だ
む
（
戒
壇
）
の
、
け
ぷ
り
（

煙
）
と
な
れ
る
こ
と
ぞ
か
な
し
き
」

冬
の
風
物
詩

宇
治
川
の
寒
バ
エ
釣
り

い
ま
宇
治
川
で
は
寒
バ
エ
づ
り
が

盛
ん
。
日
曜
日
と
も
な
る
と
、
色
と

２
v
ど
ｓ
>
の
防
寒
服
に
身
を
固
め
て
じ

っ
と
引
き
を
待
つ
太
公
望
で
両
岸
は

い
っ
ぱ
い
で
す
。

大
き
さ
で
は
日
本
一
と
定
評
の
あ

る
宇
治
川
の
寒
バ
エ
づ
り
は
年
々
人

気
を
呼
ぴ
、
遠
く
か
ら
も
フ
ァ
ン
が

集
ま
っ
て
き
ま
す
。

川
や
岸
に
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
よ
う

に
し
、
み
ん
な
で
寒
パ
エ
づ
り
を
楽

し
み
た
い
も
の
で
す
。

時
の
京
童
が
多
く
の
落
首
M
:
つ
て

い
る
。
む
す
ぴ
に
か
え
て
、
そ
の
う

ち
の
一
つ
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

せ
き
あ
へ
ぬ
、
み
（
三
）
井
よ
り

い
て
Ｓ
行
舟
の
、
早
く
流
る
Ｓ
宇

・
治
の
な
か
の
り

Ｉ
縞
さ
ん
室
か
ら
Ｉ

『
宇
治
市
更
』
第
三
物
は
、
す
で

に
五
十
一
年
三
月
に
発
刊
し
発
売
中

で
す
が
、
予
約
申
し
込
み
を
さ
れ
て

ま
だ
購
入
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
三

巻
の
残
部
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
の

で
至
急
、
編
さ
ん
室
ま
で
お
い
で
下

さ
い
。
な
お
、
一
・
ニ
・
三
巻
と
も

予
約
以
外
に
昔
干
の
残
部
が
あ
り
ま

す
の
で
、
御
希
望
の
方
は
御
購
入
下

さ
い
。問

私
は
、
市
内
で
工
場
を
経
営

し
て
い
ま
す
が
、
資
金
繰
り
で
悩
ん

で
い
ま
す
。
宇
治
市
に
、
巾
小
企
業

向
け
の
融
資
制
度
が
あ
る
-
Ｕ
Ｓ
t
ｔ
ｔ
Ｗ

し
た
の
で
、
そ
の
内
容
を
紹
介
し
て

く
だ
さ
い
。

（
棋
局
町
Ｓ
生
）

◇

答
宇
治
市
で
は
、

市
内
の
中
小
企
業
の
設

備
資
金
や
運
転
資
金
を

低
利
で
融
資
し
、
経
営

の
安
定
差
は
か
る
こ
と

一
÷
－
一
一

貧
的
に
、
・
「
中
小
企

業
低
利
融
簒
置
」
を

設
け
て
い
ま
す
。

融
資
の
対
象
と
な
る

の
は
、
市
内
に
六
ヵ
月

み
ん
な
の
広
場

の
公
開
放
送

や
教
育
委
員
会
と
の
共
催
で
、
「
宇
治

市
み
ん
な
の
広
場
」
岑
開
き
ま
す
。

■
ラ
ジ
オ
リ
サ
イ
タ
ル

二
月
二
十
七
日
（
日
）
の
午
後
二
時

か
ら
城
用
高
校
体
育
館
（
予
定
）
で
。

出
演
は
、
ア
ル
ト
歌
手
成
田
絵
智
子
、

バ
リ
ト
ン
歌
手
平
野
忠
彦
、
キ
タ
リ
ス

ト
荘
村
清
志
で
、
放
送
は
三
月
二
十
七

日
（
日
）
の
午
後
十
時
半
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ラ
ジ
オ
第
一
放
送
で
行
わ
れ
ま
す
。

■
お
国
自
慢
に
し
ひ
が
し

三
月
三
日
（
木
）
の
午
後
六
時
半
か

ら
r
l
i
l
i
K
カ
宇
治
工
場
体
育
館
で
。
出

誤
は
都
は
る
み
、
菅
原
洋
一
、
石
川
さ

ゆ
り
、
富
永
一
朗
、
地
元
出
演
者
の
み

な
さ
ん
な
ど
で
、
放
送
は
三
月
二
十
三

日
（
水
）
午
後
八
時
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合

テ
レ
ビ
で
行
わ
れ
ま
す
。

ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、
往
復
ハ
ガ

キ
に
催
し
名
を
記
入
の
う
え
、
〒
六
〇

二
京
都
市
上
京
区
智
恵
光
院
丸
太
町
下

ル
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
京
都
放
送
局
宇
治
市
み
ん

一
な
の
広
場
係
に
二
月
十
三
日
ま
で
に
お

で
す
。
た
だ
し
、
農
林
水
産
業
、
金

融
業
、
不
動
産
業
、
風
俗
営
業
の
一

部
な
ど
信
用
保
証
協
会
の
保
証
対
ま

と
な
ら
な
い
業
種
を
除
き
ま
す
。
融

資
額
は
一
企
菜
当
り
二
百
万
円
以
内

で
期
間
は
運
転
資
金
が

中小企業への

融資制度

回
答

三
年
以
内
、
設
備
資
金

が
五
年
以
内
。
必
一
利
は

一
年
以
内
が
年
七
・
二

五
彩
、
一
年
を
こ
え
る

も
の
が
年
七
・
四
〇
％

で
、
元
金
均
等
の
月
賦

で
返
済
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ま
た
、
保
証
人

は
一
人
以
上
で
す
が
、

必
孤
に
応
じ
て
担
保
を

求
め
ま
す
。

申
し
込
み
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
市
役
所
経

済
茶
菓
観
光
課
か
宇
治
商
工
会
議
所

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
京
都

府
融
資
制
度
へ
の
融
資
の
あ
っ
せ
ん

も
行
い
ま
す
。

（
経
済
茶
業
観
光
課
）

皿
Ｅ

¨
゛

…
…
…

… …
¨
匹

１ １ ０
０
１ ９
四
に
皿
】

］

留

¨
¨
’
一
゛
’
一
’
・
・
・
¨
¨
’

Ｊ
『
Ｗ

１ １ ９
Ｊ

０ １
１
１

¨
¨
⑤
¨
”

一
¨
¨

９ １
昌

皿

7 0
1
ル

｛
に

″

『

一

プ

士

゛
゛
’
゛

9 1 1 7

4
4
1 1 0 1 1

9
1
1
1
0
2

1
J

…
…
…
に

Ｊ
二

八

゛
゛

’
一
一
¨
・
’
¨
¨
”
｛
｀
゛

一
・

｝
「

゛ ・一
一

・

ぺ
」

4 4

…
…一
一

０ ９ ０
ご
難
｀
Ｊ

☆

ｌ
≫
～

ぎ
づ
ｙ
‥
一

一
汗
Ｉ

゛
’
｀
・
］
゛
¨
一
一
’

四
Ｔ
ｆ
ｍ

…
…
プ

¨

一

三
ニ
レ
匹
Ｉ
戸

｀
’
・
‥
・
『
』
‥

牛
謳
琵
］

・
」一
一
一
一
一
－
≪
”
*
・
≫
≪
-
"

＾
＾
＾

ｓ
ａ
s
i
s
ｓ
y
.

戸
ぶ
１

１
２
作
】
二

回
礼
ｙ
ヤ
’
１
９

４
’
驚
り

¨

犬
」

綴

」

｛

・
一一

錯

｛

1 1 1 1
1

雷
器

１ １
一

まちの話題

宇
治
史
市

史
の
窓

質
問
と

ｙｆ【一Ｉ一一一一一一一一一一一一一一

一

一】

’
‐
１
４
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
！
Ｉ
Ｉ
一
ｌ
ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
４
１
亀
1
1
1
1
Ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

ｉ
―
ｉ
Ｓ
ｌ
Ｉ
４
１
１
４
Ｓ
く
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｉ
ｉ
≒
！
１
１
１
１
Ｓ
ｉ
１
４
Ｓ
ｉ
―
―
Ｓ
Ｓ
驚
一
亀
1
1
1
4
1
1
1
1
1
1
1
4
1
Ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｉ
Ｓ
Ｓ
ｌ

Ｗ
。
・

一一

一

一‐一一一一｀

458



第403号昭和52年2月1日発行（3）第3種郵便物認可’毎＾3回1・11・21日発行定価1部5円＾箭＾ｒｎ｀Ｊ＾すごより円和29年2月1ｅ日第ｓ種郵便物・可

一
人
暮
ら
し
老
人
の
会
結
成
へ

三
月
の
初
総
会
め
ざ
し
会
員
募
集
中

な
い
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
宇
治
市
社
ｗ
祉
協
議
会

が
中
心
と
な
っ
て
、
全
国
で
も
初
め
て

と
い
わ
れ
る
「
一
人
春
ら
し
老
人
の
会

」
を
結
成
す
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で

す
。

一
人
春
ら
し
の
お
年
寄
り
に
交
流
の

場
を
持
っ
て
い
た
だ
こ
う
Ｉ
と
、
宇

治
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
「
宇
治

市
一
人
春
ら
し
老
人
の
会
」
づ
く
り
に

取
り
く
ん
で
い
ま
す
。
・

交
流
と
励
ま
し
合
い
の
場
を

現
代
。
宇
治
市
内
に
は
百
七
十
三
人

の
一
人
春
ら
し
の
お
年
寄
り
が
お
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
健

康
管
理
や
医
療
、
牛
居
不
安
、
社
会
参

加
な
ど
に
悩
み
を
抱
え
て
い
る
の
が
実

守るために

田
丸
一
夫
ち
ゃ
ん
（
一
歳
）

―
小
倉
町
蓮
池
一
六
〇
―
四
三

情
。
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
’
‐
や
宇
治
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
お
年
寄
り
が
定
期
的
に
訪

問
す
る
な
ど
の
活
動
が
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
。
お
互
い

が
助
け
合
い
、
励
ま
し
合
う
機
会
も
少

母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
お
持
ち
下
さ
い
。

‥や‥‥・馴椚町＿＿琴冬？

囲－ぷＢ叟い330満3ヵ月～

労働セッルい4．001ｍｉヵ月。乳児

久米

●ｊｉ16リ
児
室

3・4ヵ月
教

満4ヵ月～

満ｌ歳の乳児

ＪＬ7．し（Ｔ？Ｊ卵迎咎；＿

2．＾，木幡公芭胤9．30，

24Ｉ／」ヽ倉公民館；11．00ｌ

ＵＦ十ｊ

児
談

‾
1
‾‾

Ｊ／
市民会館3階13．30151年2月生

．－‘和一15．00；

児

乳

健康相－

1歳
．’－Ｕ査

：‾22
診

む
六
十
五
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
お

年
寄
り
な
ら
誰
で
も
ｍ
で
き
ま
す
（

年
会
費
二
百
円
）
。
ま
た
、
そ
れ
以
外

の
方
で
も
、
会
の
趣
旨
に
茸
同
し
て
い

た
だ
け
る
万
な
ら
準
会
員
、
賛
助
会
員

と
し
て
会
に
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
あ

な
た
も
参
加
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

こ
の
会
の
主
な
活
動
と
し
て
は
、
民

生
児
童
委
員
協
議
会
や
宇
Ｍ
ｍ
老
人

自動車文庫（2月分）

そよかぜ号巡回日程

2日9．40～10．10白川元茶工場（水）10．30～11．00志津川竹久商店横広場

11．10～12．00明星町明星町集会所前

10．00～10．50小倉小倉幼稚園扱広場
11．20～12．00蔭山ユニチカ社宅横

流
⑦
教
養
を
高
め
る
た
め
の
研
修
会

ホ
ー
ム
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な
一
の
開
催
な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

ど
の
協
力
を
得
て
、
①
名
簿
の
作
成

②
地
域
分
会
の
結
成
③
機
関
紙
の
発

く
わ
し
く
は
、
宇
治
市
社
心
稽
祉
協

議
会
（
宇
治
橋
通
り
分
庁
舎
内
電
話

市
民
音
楽
会
め
ざ
し
猛
練
習

菟
道
岡
谷
に
あ
る
宇
治
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
は
、
今

月
六
日
に
開
か
れ
る
市
民
音
楽
会
に
出
場
し
よ
う
と
、

い
ま
器
楽
演
奏
の
最
後
の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

－－一一‾－－’ごー－＿＿．．．．‥．－－＿＿．＿ふ＿＿＿．．．．＿．．＿＿．．－
引斗ｉ

宇治保健所叩ｏ八9年2む

ぞ二亙し
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フツ上
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－ － － ・ －

妊婦

健康

－■

後編

労働セツル13．00

（市民会館Ｉ階）＾ｌム0

開公民―Ｉ9．30ｉ
川東公民館！■九ご希望者

2．2一一

23

母親教室

ｌｌ．ＣＯド’

Ｉ一－
公民館23

血圧相談

希望者
・
Ｉ
1
‐
！

9．30

1

11．00

ユ｜市役所
23ｉ保健衛生課

談
一ナ【

相
コ

血液か不足していま

す。

みなさんのご協力を

お願いします。
黄栗自衛隊2．10献血デー

10，00～10．50紫ヶ丘紫ヶ丘公民館前
11．10～12．00遊田遊田三角公園
14．00～14．50緑ヶ原緑ヶ原児童公園

4日
（金）
－8日

（火）

10日10．00～10．50大久保（木）11．10～11．50西大久保

14．00～14．50平盛

開公民館前

伊勢田神社一

広野菜会所前
大開小入口
神明公民館横

10．00～10．50開
11．10～12．00伊勢田

10．00～10．50広野
11．10～11．50大開
14．00～14．50神明

野神
南陵町

10．00～10．40
11．00～11．50

粟一
粟

一間

■
第
4
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室

▽
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
・
・
開
設
は
2
月
1
7

日
か
ら
3
月
1
7
日
ま
で
の
毎
週
木

隔
日
午
後
7
時
か
ら
9
時
ま
で
、

宇
治
中
学
校
で
。
対
象
は
中
学
生

以
上
。
登
録
料
五
百
円
。
申
し
込

み
は
2
月
1
9
日
ま
で
に
、
社
会
教

育
課
へ
。
先
着
三
十
名
で
締
め
切

り
。

な
お
、
3
月
に
テ
ニ
ス
、
卓
球
教

室
を
予
定
し
て
お
り
、
く
わ
し
く
は

次
号
の
市
政
だ
よ
り
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ぱ

六地蔵22日9．50～10．30
（火）
10．50～11．30木幡
14．00～14．50岡屋

平野町児童公園
福角公園前

10．00～10，50黄
11．10～12．00福図

ｈ
諒1

1
1

0
0

に

1 0

1
1
1
4

昌

卜・市史を学ぶ会…2月14日と28日の午後1時30分か

ら市民会館図書室で開きます。

●，宇治市読ｉクラブ協議会・，は，寄贈図書を「そよ

かぜ号」，または市民会館で受け付けています。

西
裏
0
六
五
六
八
）
へ
。
な
お
、
当

日
受
け
付
け
も
し
ま
す
。

（
社
会
教
育
課
）

だ
し
1
月
2
3
日
（
前
回
）
に
参
加
さ
■
市
民
音
楽
会

れ
た
方
の
申
し
込
み
受
け
付
け
は
、

2
月
8
日
か
ら
に
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
先
は
、
社
会
教
育
課
ま

た
は
協
会
理
事
（
永
谷
三
之
丞
旦
ハ

地
蔵
札
ノ
辻
仙
八
〇
三
五
、
浅
田
昌

三
＝
宇
治
一
番
⑩
○
八
五
二
、
飛
田

保
雄
Ｈ
広
野
町
西
瓜
0
六
五
六
八
、

長
尾
策
司
＝
小
茫
鸚
届
⑩
一
九
九

二
）
で
す
。

な
お
、
貸
ス
キ
ー
を
希
望
の
方
は

第
1
5
回
市
民
音
楽
会
が
2
月
6
日

の
1
2
時
半
か
ら
市
民
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

コ
ー
ラ
ス
や
ギ
タ
’
・
・
・
・
マ
ン
ド
ジ

ン
合
奏
、
尺
八
合
奏
、
軽
音
楽
な
ど

1
8
団
体
が
出
原
し
ま
す
の
で
、
多
数

お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
公
民
館
）

別
に
お
と
な
千
五
百
円
、
中
学
生
八
■
イ
ヌ
ー
ネ
コ
の
引
き
取
り

百
円
、
小
学
生
七
百
円
が
必
要
。
☆
ぶ
用
な
犬
゜
ネ
＝
は
毎
週
月
曜
日

■
市
民
か
る
た
大
会

▽
卓
球
・
・
・
2
月
6
日
（
日
）
午
前
1
0
宇
治
市
レ
ク
ジ
Ｈ
＿
。
＼
Ｂ
ン
協
会

時
か
ら
午
後
1
時
、
帛
宇
治
中
学

校
で
。

▽
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
…
2
月

2 4
日
（
木

）
午
後
7
時
か
ら
9
祷
、
木
幡
か

学
校
で
。

○
参
加
希
望
者
は
直
接
会
場
へ
。

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｄ
Ｉ
Ｉ
一
Ｉ
Φ
ｌ
ａ
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Φ
一
―
φ
ｌ
ｔ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
碁

■
市
民
ス
キ
ー
教
室

宇
治
市
レ
ク
ジ
ェ
ー
ン
’
ン
協
会

で
は
、
市
民
ス
キ
ー
教
室
’
Ｓ
Ｓ
Ｍ
し

ま
す
。

▽
と
き
・
：
2
月
1
3
日
（
日
）

▽
と
こ
ろ
・
・
・
滋
賀
マ
キ
ノ
ｙ
キ
・
・
‐
場

▽
参
加
費
・
・
・
お
と
な
二
千
二
百
円

中
学
生
以
下
千
八
百
円

▽
定
員
・
・
・
百
五
十
名
（
先
着
順
）

参
加
希
望
の
方
は
、
参
加
費
を
添

え
て
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
た

で
は
、
第
六
回
市
民
か
る
た
大
会
を

開
き
ま
す
。

▽
と
き
・
・
・
2
月
6
日
（
日
）

午
前
9
時
半
か
ら

▽
と
こ
ろ
・
・
・
老
人
い
こ
い
の
家
（
神

明
神
社
北
側
）

▽
内
容
・
：
小
倉
百
人
一
首
か
る
た

を
使
い
、
初
心
者
、
経
墾

段
者
ま
た
は
Ａ
級
に
分
か
れ
て
競

技
。

▽
参
加
賢
・
・
・
一
人
三
百
円

参
加
希
里
の
方
は
、
2
月
5
日
ま

で
に
社
会
教
育
課
、
ま
た
は
レ
ク
ジ

’
Ｉ
ジ
’
ン
Ｓ
会
理
事
（
永
谷
三
之

丞
＝
六
地
蔵
札
ノ
辻
⑩
八
〇
三
五
、

飯
田
隋
雄
Ｈ
五
ケ
叱
誓
砧
六
〇
四

五
、
長
尾
策
司
＝
小
倉
町
附
浦
0
一

九
九
二
、
青
柳
伍
一
＝
小
倉
町
山
際

Ｏ
Ｏ
五
二
五
、
飛
田
保
雄
―
広
野
町

の
午
前
中
に
宇
治
保
健
所
へ
。

☆
犬
の
巡
回
引
き
取
り

2
月
8
日
（
火
）

菟
逡
公
民
館
＝
午
前
1
0
時
4
0
分

黄
鱗
自
衛
隊
正
門
＝
1
0
時
5
0
分

木
幡
公
民
館
＝
1
1
時

小
倉
公
民
館
Ｈ
1
1
時
1
0
分

開
公
民
館
＝
1
1
時
2
0
分

旦
椋
公
会
富
Ｌ
1
1
時
3
0
分

（
保
健
衛
生
課
）

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

昨
年
の
共
同
募
金
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
暖
か
い
ご
芳
志
に
よ
り
、
好

成
績
を
お
さ
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

目
標
額
・
・
・
四
二
八
万
七
千
円

募
金
額
・
・
・
七
四
六
万
九
千
円

達
成
率
・
・
・
一
七
四
・
ニ
％

誦
腿
暇
9

459

告
知
板

健康を
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’
一
‘
よ

で
□

■
こ
の
ほ
か
、
市
政
相
談
と
消
費
苦
情
相
談
は
市
役
所
で
、
教
育
相

談
は
教
育
委
員
会
で
'
.
H
I
.
曜
日
を
除
く
毎
日
受
付
。

家
庭
児
童
相
談
は
月
～
。
金
曜
日
の
1
0
時
～
1
6
時
、
宇
治
福
祉
園
内

で
、
ま
た
高
齢
者
職
業
相
談
は
毎
週
火
・
木
曜
日
の
1
0
時
！
1
6
時

宇
治
橋
通
り
分
庁
舎
内
で
行
い
ま
す
。

Ａ
相
談
メ
モ
Ｖ

教
育
相
談
「
入
学
す
る
に
あ
た
り
、
前
も
っ
て
相
談
し
た
い
こ

と
が
あ
る
」
「
心
身
に
障
害
か
あ
る
た
め
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
匈

ん
で
い
る
」
「
家
庭
教
育
に
つ
い
て
困
っ
て
い
る
’
」
な
ど
、
教
育

に
つ
い
て
相
談
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
教
育
委
員
会
内
の
教
育
相
談

室
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
指
導
主
事
が
相
談
に
あ
た
り
ま
す
。

2
4
木

12
5
金

12
6
土

移
動
市
民
相
談
（
西
小
倉
集
会
所
1
0
時
～
1
5
時
）

結
婚
相
談
（
川
東
公
民
館
1
3
時
～
1
5
時
）

2
1
月

－
2
2
火

12
3
水

霖掃清所役市

’
緑
安
田

総
‰
な

゛
ぱ
匹
云

云

四

簿
無
ぶ

隊
中
如
町
山
ぐ

雲
居
詔

戦
万
九

器
ご
言
ぽ

言
言
潔

2
2
1
9

れ
つ

３
一
４

ｒ
Ｄ

７

８

2
1
一
2
3

枕がＪ鸚詔
皿斌

岡
”
中
゛

’
り
中
・
前

村
上
田
北
吹

上
隼
”
”
ぐ
前
中
原
５

初
翻
昌
Ｊ
昌

大
一
～
’
原
’
山

”
域
部
河
村
蔭

弛
角
全
一
ぐ
下
ヵ

蓮
福
ぐ
口
幡
’
チ

乱
’
町
出
木
下
ニ

ヽ
’
ａ
鍵
’
：
ユ

西
折
β
筋
ｊ
り
中
”
’
λ
中
宅
く
’
地

池
野
塚
’
住
除
上
団

≒
ビ
ー
略
言
総

記
響
Ｆ
四
］
簑

’
哺
町
く
皆
東
京
ぐ
λ
宇

山
町
田
庄
日
”
蔵
山
λ

ノ
倉
勢
ヶ
’
中
槙
傀
蔵
場

北
小
伊
五
木
西
荒
こ
ノ
御
薗

2
4
2
5

ｙ

１
／３

Ｑ
｝ 肌

南
登
鳳

｛
一御

尾
胤
桧
ご

１
／

山
平
＝

中
筋
西
道

一
％

i
＜
ｍ
.
ｓ

曲

’
昿
新
大

昌
§
Ｉ

Ｓ
ｔ
五
大
一

ヶ
西
λ
西
’

桐
眠
山
の
合

’
木
南
西
落

台
’
以
南

陽
’
。
端
阪
１

向
哨
南
京
地
m

私
パ
畑
軋
。
一
西

詩
些
訂
忿

観
蔵
・
’
の
西
町

の
池
中
東
営
島

山
六
東
以
府
｡
Ｋ

９
ａ
C
O

1
0
一
1
1

1
4

５１

1
6
一
1
7

1
8

宍
二
竺
Ｊ
ブ

≒
・
リ
晨
一
昆
Ｊ
Ｅ
一

夕
ぶ
琵
心
’
巴
詰
ｗ

昏
こ
ヅ
詮

‰

可
に
円
貨
皿
ご
乱
Ｊ
一

心
鐙
弓
懸

聶
尹
劈
器
皿
ご
昌
四

一
庶
に
言
器

木
梅
府
宇
小
野
宇
羽
菟
内
文
金
広

1
8
金

－
1
9
土

－
2
0
日

結
婚
相
談
（
川
東
公
民
館
1
3
時
～
1
5
時
）

1
5
火

11
6
水

－
1
7
木

心
配
ご
と
相
談
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
1
3
時
～
1
5
時
）

精
神
薄
弱
者
相
談
（
市
民
会
館
1
3
時
～
1
6
時
）

1
4
月

1
3
日

1
2
土

結
婚
相
談
（
川
東
公
民
館
1
3
時
～
1
5
時
）

1
1
祝

1
0
木

法
．
律
相
談
（
川
東
公
民
館
1
3
時
～
1
5
時
）

９
水
８
火
７
月

６
日 ５
土

結
婚
相
談
（
川
東
公
民
館
1
3
時
～
1
5
時
）

１
火

－２
水

－３
木

－４
金

人
権
相
談
（
川
東
公
民
館
1
0
時
！
1
5
時
）

心
配
ご
と
相
談
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
1
3
時
～
1
5
時
）

２
月
の
相
談
カ
レ
ン
ダ
ー

合組理管生衛南城

○
作くＪ宍Ｑ

Ｗ
作Ｅ確

｛
作作なＥい

一
一
］
乙
．
ヽ

Ｊ
一
心
南
″

響
こ
四

回
器
醜
ｔ
こ
’

茫
茫
言

言

皿
一

匹

ヲ
Ｊ
Ｉ
詣
恂
〔
１

罰
２
一
９
ゴ
ご
ぺ
Ｅ
づ
づ

Ｉ
『
３

一
言

雪

回

鍔
胆
心

皿
設
継

謬
難
１
毀
響

お
１
ｍ

つ
Ｉ
ヨ

Ｊ
畿
七
９
ド
ニ
ａ
ｌ

もえないゴミとは

プラスチック，発泡スチロール

ゴム，皮，ガラス，カンなど。

もえるゴミは

・水切りを完全に

・紙や木切れはできるだけ焼却し

てください。

Ｉ
□
‘

トウ

たし幸
｀
れｙ
り
えしおに

き
・
ス
・
｝
フ

・
カ肋

や
しおく話童プ

ッソ
イ●

番
の
駒
事
は
通
な
る

一
こ
’
の
ヽ
は
と
け

で
Ｏ
の
こ
て
で
こ
だ

中
だ
他
Ｏ
れ
し
る
た

の
し
ヽ
た
ら
か
飾
い

こ
ま
て
し
か
ま
を
で

ヽ
い
く
ま
し
ご
社
ん

て
い
た
し
変
の
自
喜
Ｏ

め
と
り
を
大
け
も
ら
す

つ
Ｏ
な
れ
は
だ
で
か
ま

あ
う
に
や
ス
面
社
り
い

を
よ
様
し
ラ
表
当
Ｄ
て

鴫
匹
Ｊ
細
Ｊ
バ
醜
四
馳

ん
様
は
懸
い
た
で
｀
ｄ

さ
王
・
ス
し
訓
に
い

く
励
・
・
謐
ば
ま
犯
一
た

た
’
・
力
て
て
し
う
ト
き

は
ヽ
弧
け
れ
を
い
ツ
ゆ

つ
ら
い
と
モ
て

蕊
に
知
思
ｙ
を
し

｀
も
身
に
凶
い
実
力

昂
丿
部
髄
賎
加
岫
Ｊ
濾

あ
美
物
羽
が
ず
用
く
よ

＠
ｔてｔにんｔＪんｔれｔｔ

○

－
一
旦

ｎ
‐
会
剛

一
宍

・
四
産
ｔ

エ
｛
Ｅ

一
ぶ
島
四

ｒ
田
作領
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